




























































































































失し, 第12病日に退院となった. CT画像を見直したところ, 副心臓支と思われる過剰
気管支を認めた. 3D-CTでは肺動脈側の異常血管に動脈瘤様に突出する部分を認め, そ
の部位が副心臓支の盲端に近い部分に隣接しており, 同部位から喀血を来した可能性
が高いと考えられた. 喀血消失後に気管支鏡を施行し副心臓支の存在を確認した. 外来
で経過観察中であるが, 喀血の再発は認めていない.【考察】喀血に対する血管内治療
としては気管支動脈塞栓術が行われることが多いが, 本症例では気管支動脈以外にも
多数の血管が関与しており, 体循環側からのアプローチは困難であった. 本症例のよう
に肺動脈側の異常血管が単一である場合, 肺動脈側からの塞栓術が有用と考えられた. 
副心臓支は気管支分岐異常の中の過剰気管支に分類され, 無症状で偶然発見される症
例が多いが, 盲端の部分に感染を繰り返すことによって喀血をきたす症例の報告も散
見される. 本症例のような血管形成異常に伴う副心臓支からの喀血は過去に報告がな
く，稀少な症例と考えられた．
P-001　
初回がん化学療法患者の食欲不振の体験からセル
フケア能力を高めた関わり
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【はじめに】がん化学療法とは、がん細胞を選択的に攻撃するのではなく、正常細胞に
もダメージを与え、時には重篤な副作用を与えることがある。そのため、がん化学療
法を受ける患者のQOLを維持し、治療を継続していくためには、患者のセルフマネジ
メントが不可欠となり、看護師はそれを支えていく立場にある。今回、初回でがん化
学療法の投与目的で入院したA氏と関わった。副作用症状である食欲不振に対する看
護介入を通して、セルフケア能力の向上に繋がったと考えられる発言があった。そこで、
A氏との関わりを振り返り、どのような看護介入が初回がん化学療法を受けるA氏の
セルフケア能力を高めることに繋がったのかを考察する。
【経過と看護の実際】60歳代男性。悪性中皮腫のため初回がん化学療法目的で入院と
なった。がん化学療法投与後5日目に食欲不振が出現し、食事が摂取できなくなった。
食事摂取ができなくなったことはA氏にとって治療を継続していく中で大きな気がか
りとなっていると感じた。そのため、院内ある食欲不振患者に対する食事への変更を
提案した。食事内容の変更後、A氏は食事摂取ができるようになった。また、A氏自
身に今回の療養生活を自分自身で把握し、変化を知ってもらうために、食事量やバイ
タルサインなど自由に記載できる記録用紙を提案した。A氏からは今後書いていくこ
とができそうといった前向きな言葉があった。また、記録用紙を用いてA氏に対し良
い点をフィードバックしていくことで自分自身の変化に興味を示す声が聞かれた。
【考察】患者のセルフケア能力を高める関わりでまず初めに重要な役割は、患者自身が
治療やそれに伴う心身の変化に興味を持ち治療に対し主体的になるように働きかける
ことが看護師の重要な役割になってくると考える。
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